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プロジェクト区分 

（複数選択可） 

自然基盤 

吸収源の回復、維持、劣化抑制 

プロジェクト概要 

【プロジェクト概要】 

当プロジェクトは、地先のミツイシコンブ藻場を回復させるため、小型海藻類  

が繁茂している荒廃地区の大規模な着生基質の改善を行ったほか、回復したミ  

ツイシコンブ藻場は漁期中又は漁期後に漁業者が簡易的な雑海藻の除去を続け

たことにより、大型海藻であるミツイシコンブの育成環境を改善し、藻場の維  

持・管理に努めた。雑海藻類の除去によりミツイシコンブ藻場を回復させたこ  

とで、ミツイシコンブ資源の回復・維持のみならず、ウニ類等の磯根資源をは  

じめ多様な水産動植物の保護と繁殖、更にはCO2吸収により地球温暖化の緩和  に

寄与したことと考えられることから本申請を行うものである。 

（漁獲対象年前の禁漁年のコンブを申請対象としている：別添１参照） 

【プロジェクト実施者の役割】 

えりも町：資源量調査、環境教育、広報・普及 

えりも漁業協同組合：資源量調査、維持管理、環境教育への協力 

えりも岬の緑を守る会：植樹活動、環境教育への協力 

申請対象期間に実施した活動の概要 

【雑海藻駆除と日常の維持管理】 

ミツイシコンブ漁獲量の増加を図るため、ミツイシコンブ漁場では雑海藻が繁

茂すると、漁業者自らが手作業あるいはチェーン振り(海底までチェーンを引  き

ずったブイを海面に浮かべ、波の動揺でチェーンが振られ、雑海藻を削り取  る)

等で駆除を行い、日常的な維持管理に努めている。駆除した雑海藻は海上  には

上げず、ブルーカーボンへと残存するよう配慮している。 

【ブルーカーボン計測のための現地調査】 

R5年6～7月に、歌別と庶野を代表区に、潜水による試料採取を行った。ほか藻  場

面積の把握のためドローン空撮と、船上からの観察(海藻種の確認)を全地区  で

実施した。 

・笛舞 8月23日 ・新浜 6月22日 ・歌別 6月30日

・東洋 8月23日 ・えりも岬 7月5日

・庶野 7月4日 ・目黒 7月5日

プロジェクト実施開始日 昭和２８年～現在まで 










